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論文審査の要旨 
 
吉松 昌子は、平成 5 年 3 月長崎大学歯学部を卒業後、平成 5 年 4 月より平成 10 年 5 月まで開
業医での勤務医、平成 12 年 4 月より長崎大学大学院歯学研究科研究生、平成 13 年 4 月より長崎
大学歯学部附属病院研修医を経て、平成 13 年 10 月より長崎大学大学院歯学研究科に社会人大学
院生として入学した。学位論文の基礎となる研究の要旨は、平成 16 年 2 月、歯学研究科が主催し
た研究経過報告会で発表した。また、歯学研究科が行った語学試験（英語及びドイツ語）は、平成
16 年 12 月に合格した。 
 学位論文の主論文として、「An experimental model of tooth movement by orthodontic force in mice 
and its application to TNF receptor-deficient mice」(The Journal of Bone and Mineral Metabolism)を


















実験動物には、野生型マウス（C57BL6/J）、TNF 受容体 I 型欠損マウス、及び TNF 受容体 II














real time RT-PCR において、破骨細胞のマーカーである CathepsinK mRNA の発現が、歯の移動
後 6 日目より上昇することが確認できた。 
次に、歯の移動に伴う TNF-αの mRNA の変動を real time RT-PCR で解析したところ、歯移動
10 日目に発現が上昇していることが確認できた。さらに、非脱灰凍結切片標本を用いて免疫染色
にて TNF-αの発現を解析したところ、歯の移動後 2 日目より第一臼歯歯根圧迫側の破骨細胞、単
核細胞、線維芽細胞に TNF-αの発現が認められた。これらの結果より、歯の移動に TNF-αが関与
していることが示唆された。 
歯の移動に TNF-αが関与するかさらに検証するために、TNF 受容体 I 型欠損マウスと TNF 受
容体 II 型欠損マウスを用いて歯の移動実験を行ったその結果、TNF 受容体 II 型欠損マウスにおけ
る歯の移動距離は、野生型マウスと TNF 受容体 I 型欠損マウスに比べて歯の移動後 6 日目より減
少していることが明らかとなった。また、TNF 受容体 II 型欠損マウスの歯の移動時、破骨細胞の
数は、TNF 受容体 I 型欠損マウスより減少していた。これらの結果より、歯の移動に TNF-αが関
与していることが明らかとなった。 
本研究において、われわれが考案したマウスにおける矯正学的歯の移動モデルが有用であること
が確認された。また、矯正学的歯の移動時、歯根の圧迫側において、TNF-αが関与していることが
明らかとなった。 
 
上記審査委員会は、本研究で得られた知見が、今後、歯学の進歩に貢献するものと評価し、歯学博
士の学位論文に値するものと認めた。 
 
